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日本国内の工場から２００℃以下の排熱は全体の約７０％に相当日本国内の工場から２００℃以下の排熱は全体の約７０％に相当日本国内の工場から２００℃以下の排熱は全体の約７０％に相当

排熱排熱

冷熱

電気

変換機器変換機器

＞200℃

100～200℃

100℃＞

工場から発生する排熱工場から発生する排熱
27202720億億kcalkcal／年／年

∥∥

約約33，，000000万万kLkL／年／年
（石油換算）（石油換算）

低温排熱利用技術低温排熱利用技術

バイナリ―発電
熱電変換素子
吸収式冷凍
吸着式冷凍
デシカント空調

CO2削減
年間

約800万㌧
利用率
１０％
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燃料電池開発状況燃料電池開発状況

要素技術段階

実証試験段階

フィールド
試験段階

大規模実証試験

ＳＯＦＣ

ＰＥＭ 灯油 1、10kW級

ＰＥＭ
LPｶﾞｽ
1kW級灯油 1～100kW級

第３次中期経営計画（新日本石油）
・2005年3月：家庭用ＬＰＧ機実用化

・2006年度中：家庭用・業務用灯油機実用化予定

<設置計画> 2005年度：150台 ⇒ 2007年度：1,000台
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既存設備からの水素供給ポテンシャル

（単位：億Nm3/年）
製油所における水素バランス（現状ベース）

製造量・消費量装置名称

64水素の製造 － 消費

124消費の合計

19水素化分解装置

105水素化精製・脱硫装置

水素の消費

188製造の合計

104水素製造装置 （稼働率100％）

84接触改質装置

水素の製造

製造量・消費量装置名称

64水素の製造 － 消費

124消費の合計

19水素化分解装置

105水素化精製・脱硫装置

水素の消費

188製造の合計

104水素製造装置 （稼働率100％）

84接触改質装置

水素の製造

（注）水素製造装置以外の装置は、稼働率85％と仮定。
（単位：億Nm3/年）

石油・化学業界全体の水素バランス（現状ベース）

（注１）石油、アンモニア業界の水素製造装置は、稼働率100％と仮定。
（注２）石油化学、ソーダ、アンモニア業界の各装置は実稼動ベース（2001年）
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製造能力業界
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製造能力業界

ＦＣＶ500万台
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走行距離当りのコストの比較走行距離当りのコストの比較

(*1)（財）石油産業活性化センター報告書(平成16年3月)
(*2)NEDO WE-NET報告書
(*3)第5回トヨタ環境フォーラム資料
(*4) *3及び「TOYOYA FCHV BOOK」記載の
総合効率より推算

前提条件
規模：300Nm3/h（130台/日）
法規制緩和を想定
内訳
原料コスト 9.4円
圧縮コスト 4.7円
輸送コスト 18.5円
ステーション建設コスト 59.2円
＊税抜き、SSマージン除き

燃費の比較
既存ガソリン車 6.8円/ km
最新プリウス 2.8円/ km
FCV（水素） 5.9円/ km       

前提条件
ガソリン価格 95円/㍑
既存ガソリン車 14.0km/㍑(*3)
最新プリウス 34.0km/㍑(*3)
FCV車 15.8km/Nm3(*4)

（注）水素コストには税金・SSマージンを含んでいない。

石油精製 97 1.7 93.5

石油化学 89 6.7

ソーダ 95 4.6

アンモニア 74 2.5

SSまでの総コスト
試算例
（円／Ｎ㎥）

水素純度
(%)

精製コスト
（除原料代）

(円／Ｎ㎥)

（2003年末時点)
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水素社会への過程と実現に必要な技術開発

電力（系統）

民生・
産業用燃料

自動車用
燃料

2005年 2020年 2050年2030年 2040年2010年

天然ガス・
石炭・石油
火力

原子力 水力 太陽光 風力バイオマス（廃棄物）

ガソリン車、
ディーゼル車

ハイブリッド自動車

水素社会

CO2ゼロ

電力

FCV

≒

石油・天然ガス

SS併設型水素ステーション

燃料電池自動車
（ＦＣＶ）

循環型
ｴﾈﾙｷﾞｰ
社会へ
の入口

貯
湯
槽

ＬＰＧ

燃料電池

灯油灯油

冷蔵庫
テレビ キッチン

風呂

照明冷房

又は
電気

給湯

水素ステーション

オンサイト／オフサイトオフサイト／オンサイト

コンパクト水素
製造技術

応
用

・水素ｽﾃｰｼｮﾝ技術
・水素貯蔵技術

電気と
お湯を供給

貯
湯
槽

ＬＰＧ

燃料電池

灯油灯油

又は

家庭用ＦＣシステム
普及技術（ＰＥＦＣ）

系統

燃料電池

ホテル、
病院、
店舗等

マイクログリッド

燃料電池

その他の分散型電源

貯
湯
槽

ＬＰＧ

燃料電池

灯油灯油

又は

貯
湯
槽

ＬＰＧ

燃料電池

灯油灯油

又は

貯
湯
槽

ＬＰＧ

燃料電池

灯油灯油

又は

貯
湯
槽

ＬＰＧ

燃料電池

灯油灯油

又は

蓄電池

分散型燃料電池ネットワークシステム技術

家庭用燃料電池
（PEFC)

業務用・産業用
燃料電池
（SOFC）

マイクログリッド
燃料電池
（PEFC・SOFC)業務用ＦＣシステム

普及技術（SOFC）

原料
石油

水素
原料
石油

水素

・高純度水素製造技術
・CO2 固定化技術

水素輸送技術
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政府が重点的に取り組むべき技術開発
およびその他の施策

3E3Eをベースとしたエネルギー供給の国内政策をベースとしたエネルギー供給の国内政策
としてとして､､「エネルギーのイコールフッティングに「エネルギーのイコールフッティングに
よる資源確保･低炭素社会化」を要望よる資源確保･低炭素社会化」を要望

Ⅰ．資源開発

Ⅱ．パイプライン整備

Ⅲ．石油備蓄

Ⅳ．石油精製設備新設増強

Ⅴ．石油代替･再生可能エネルギー

Ⅵ．送電網・発電設備

Ⅶ．分散電源システム

Ⅷ．環境対策
Ⅸ．CO2の分離・隔離・固定
Ⅹ．水素供給インフラ

日本の今後のエネルギー安全保障において､
東アジアにおける技術移転、国際協力が重要


